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経営的な視点から

全社で効果を最大化することを重視して

IFRSを読み解く力を養う

日本マネジメント総合研究所理手長

戸村智憲氏

日本では､早ければ2015年に強制適用の可能性があるIFRS(lntemational

Financial Reporting Standard)｡すでに多くの企業が､その対応に向けた活動に

着手しています。“原則主義"や“包括利益"、“収益認識基準"などをキーワードに従来

の会計基準が大きく変わるという理解は浸透しているものの､IFRS適用にあたり企業経

営や情報システムヘの影響をどのように把握すればよいのでしょうか｡今回は､経営的な

視点からIFRSを読み解ぐIFRSインパクトマップ"を提唱する戸村氏に､IFRS対応で

求められる基本的な考え方や情報システム部門に必要な取り組みについて伺いました。

　　IFRS対応の第一歩は

“細則主義依存体質"からの脱却

　11FRS対応においては、まず､“経営の実態に1!|』して～だ･'とい

う考え方を常に意､鼎しておくことがI収要です､例えばlj本の税法に

沿･jてｰ定年度の減価惧却IU』問を適JI』していても、12年|､11』使･jて

いZjという‘･実態'･があれば､｀‘12年での会､i･|'処刑!｡がー｀11だ"と経

哨'の実態から判断することか必要になりまｔところが、こうした経

jj:i'実態にl!|｣した、全ll:の様々なプロセスに及ぶIFRSの影響を、

会計制度としての外､ｉ･詳､厦だけでは経営判断にil勁ヽすことはlll

懐でもそこでIFRsを経営|'19な視点から､涜み解くヒン1ヽを提供す

るために、ビジネスのどの時点で、どのような組織に影響を及ぼす

かを俯|瞰しだIFRSインパク]ヽﾏｯﾌﾟ¨を提ljlj¶･公ISIしました|

　戸村氏か提IIII¶･公ljHしたIFRSインパクトマップとは､ハーバー

ド大学のマイケル・ポーター教授が提llljlしたバリューチェーン1こ

にIFRSの影響をマッピングしたものです。自社が展¶用するビジ

ネスの実態に111』して、IIlnl･Mヽら製造、出荷、アフター晋一ビスな

どの直接顔jl｣やljll』接部門での対応のポイン】ヽ例を|りj破化できる

ことが大きな特徴です。

　戸村氏は、IFRSをlitなる会計制度の個MI』最適化と捉えるの

ではなく、全社でIFRs対応の効果を全体Ila適化で最大化する

という視点が必釦こなると説いています。IFRSの影響はlll･務;･1°15

門に加え、営貨部門や人肌部門、研究開発部門なと広範囲の

組織に及びます。

　けＦＲＳは、例えば｀･見無関係にも思えるワークライフバランス

を雄進する追い風になります。只､休的には、従業はの有給休暇

消化率が低ければ、有給休暇未消化分の有給分かそっくりその

まま財務の赤字個人ﾄ負債となります。IFRSで良い財務報告が

できるようにするう九では、会計だけの個別に閉じた話ではなく、

人'拝的な職務副覗の見直しなども含めて、有給休暇を取得しや

すい環境を整備するなど、リスクという視点から頷¨J横断的に全

体最適、企貨全体の効果を最大化していく取り組みが必要です｣

　こうした、全社的な視点からIFRSへと舵を切るう九で戸村

玖が懸念するのが、rFRsの大きな特徴である“原HIJiﾓ義"のメ

リットを阻害する方向に進んでしまう企貨の取り組み。バ村氏は

IFRS対応にあたり、従来の“細則jﾓ義"からの脱却が不昨欠だ

と注恣ﾐを促していま頃

　｢原UUﾓ義のベースにあるのは、各企貨がコーポレート・ガバナ

ンスを機能させ運営する経済活動の自由度を高めるという考九万

で札ところが、せっかく|法治国家目梱こおける『自治領､|たる

金貨の出治権||(経常銃II□享)を拡大できる原則iご｡義にも関わら

ず､従来のようにIIおllからｊわれたままに従えば良いUという規

則･細則に従うという考え方から脱却できずにコピー＆ペーストで

使えるテンプレーﾄや模範解答を求めてしまう企業が少なくありま
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工事進行基準

海外子会社・関連

会社の為替

棚卸資産：後入

先出法の廃止

収益認識の差異

収益の純額表示

ポイントの会計

処理

アフターサービス

の全額一括売上

計上不可

ト卜ト巾匹＼・づ
／＼／ヘイ腎 ゛T゛7調達活動　　　--/-/

技術開発　　　　　　　　．／

ＨＲＭ（人事･労務）　　　　　　　　　　　　/　　　/

企業のインフラ全般（財務･法務･品質管理･組織文化）ｚ’　　／

：売値一饗用＝マージン

：資産一負憤＝包括利益

資産除去債務｡子会社枝式売却益｡闘達会社の龍一拡大。

投資不動産・有価証券等の会計処理。セクメント憤●Ｉ。

Ｍ＆Ａにおける取得法【パーチヱス油】や「のれん」

･-″／　リース会計

　　　　　　．原価値却会計/　　
滅槙会計

二/

碩

;

開発費の処理

リストラ処理

従業員給付

有給休暇関連

・IFRSインバクトマップ(一例3i典：芦利ＳＩ氏

せん。こうした･‘IFRSという】″||llからの逃走'｀ではなく、原U11ﾐ義

の原1111主義たる、自社がiﾓ休|妁に、|'111tl'19に、自治的に経営実

態に1!|』して会計処jllりレールを作りそのルールを守り合j5という考-え

方を進め、】'l社にUI』したIFRSを運jl』していくことが必要です｣

　　IFRS対応の勘所をつかむ

早期からの情報システム部門の参画

　原1111主義に||ll-jた主体的な取り艇みか求められるIFRS対|応。

戸村氏は、・査法人や1り･･IIlj家に対する質|.II｣の41涛も成否を分け

るポイン】ヽになると指摘します。

　｢“この通りにしてください･'というj2け身で済むIIIr答が得られない

のが原11Uﾓ義の特徴でも従来のような"どうすればいいですか?“

というオープンクエスチョンは避けるべきでＬょう。具体的には、こ

の経営実態に対する会計処JI11や会計基準に照らLて、この処jll!一

対策に着ｆする対応のｲ|:方で良いです'‘よね?"というクローズド･

クエスチョンで監査法人対応していきます。・査法人等への質問

の語Ｍにひらがなたった２文字JIよ､|と|ね1をつけるようにしていき

ます。これを私は|“よね･'アプローチjlと呼んでいます。･jl或にヒア

リング等による調査を通じて経常の実態を把握し、能動的に､論拠

を立てて質】.I11LていくことがIFRS対応成功へのポイン】ヽです｣

　親会社のIFRS適jljに4｀|哨連結決算対応については、戸村

氏によると、次の３つのパターンに分類されることになりまt

(1･I予会社が||本私印!(あるいは創I･り､同‘)!)で親公社か連結で

Profile　戸村智憲1とむら・ともの1･l）

早稲田大学卒業。米国MBA修了（全米優秀大学院生受賞：トッブ0.5％の院生

が受賞）。国連勤務にて国連内部監査業務ミッション･エキスパート､国連戦略立案ミッ

ション･エキスパート･リーダーなどを担当。その後、民間企業に転出し、企業役員（監

査統括）、岡山大学大学院非常勤講師などを経て現職、公認不正検査士（CFE）

を取得しコンサルタントを指導するコンサルタントとしても活躍｡（財）財務会計基準機

ｆ会社の財務精報をTFRS変換するレ2汀会社が目本基準で

の財務報宍･をIFRS変換して親会社に連結決算肝hlf報を届け

る、ぐ3ぅ親公社もｆ会社もIFRS適用で、連叫ともにIFRSで続

　する(その後、r･会社が必変に応じ各国J､り準の財務変換す

る礼金叉は選択したパターンに応じて、精報システムの構､築や

活用の方針を見極めていく必要があるということです。

　戸村氏の提唱するIFRSインパクトマップを参照すると、広範

l川の情報システムに影響が及び、対応が必要になることも明らか

です。バ村氏は、IFRS対応のプロジェクトにlll､い役所から情報

システム溺'ljが参IIliiすることが不11｣次だと訴えており、以後に次

のように話してくれました。

　｢IFRS対応の難しさの１つに“ムービングターゲッドということ

があります｡ｊってみれば､IFRSというフラフラ揺れるナックルボー

ルが魔球として投げ込まれるようなものです｡本番に備え､111､くナッ

クルボール打ちの練習をする、つまり、ムービングターゲットヘの

適応法を身につけておくことが収変です。とかく後々になって･気

にしわ宵せのくる情報システム部門のメンバーは、ERP構築以ﾄ。

に全社に経穴llの影響を及ぼすIFRS対応に||りUJに参画し、各

眉II｣と遠視を密にし、IFRSの同所をつかんでおくことが収飴こ

なります。情報システム部門には、IFRSを暗記するのではなく、

財務部門などと拡淡しながらｰ緒に取り組む｢伴走｣の姿勢を人

'副こすると良いでしょう。IFRSを読み解ぐIFRSリテラシー"を

身につけて、拝眉II｣からの各種変兜要求を情報システムに反映で

きる力、落としどころを見極める力を養うことが収支です｣

礪（FAsF）会ａ、ｇ杜〕日本取締役協会会５、日水リスクマネジメント学会会５、

産着能率大学迦任講師、内差益1ll･コンブライアンズ推進協議会一間、JA長野

中央会顧問などとして実雅にあたるほか､産学ともに幅広い活馳を行っている。著書に

IIIIFRSリテラシー‖。|･経営偽装||、||･ワンランクUPするための戮略脳のつくり方iなとI。

詳細:http://www.jmri.ｊp
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